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貿易と労働に関する最近の研究：Helpman et al. (2010) モデル 

 

中 央 ⼤ 学 商 学 部 准 教 授  

京 都 ⼤ 学 ⼤ 学 院 経 済 学 研 究 科 プ ロ ジ ェ ク ト セ ン タ ー  リ サ ー チ フ ェ ロ ー  

⽥ 中  鮎 夢  

 

 

論 ⽂ 要 旨  

貿 易 と 国 内 賃 ⾦ 格 差 を 巡 る 研 究 は ， 産 業 レ ベ ル か ら 企 業 レ ベ ル へ と 焦 点 を 移 し

て き た 。 伝 統 的 貿 易 理 論 は ス ト ル パ ー ＝ サ ミ ュ エ ル ソ ン 定 理 に 代 表 さ れ る よ う

に ， 産 業 レ ベ ル の 要 因 に 焦 点 を 当 て て い た 。 Melitz(2003)以 降 ， 企 業 の 異 質 性

を 考 慮 し た 貿 易 理 論 が 発 展 し た こ と で ， 貿 易 と 国 内 賃 ⾦ 格 差 の 関 係 に つ い て も

企 業 レ ベ ル の 要 因 に つ い て 理 論 的 分 析 が な さ れ る よ う に な っ て き た 。 本 稿 は ，

企 業 レ ベ ル の 要 因 に 焦 点 を 当 て て 国 内 賃 ⾦ 格 差 を 分 析 し た 標 準 的 な 理 論 で あ る

Helpman(2010)の モ デ ル の 詳 細 な 検 討 を 通 し て ， 貿 易 と 国 内 賃 ⾦ 格 差 の 関 係 に

つ い て 考 察 を 深 め る 。 理 論 的 な 分 析 の み な ら ず ， 数 値 分 析 や 計 量 分 析 の 可 能 性

や ⽅ 法 に つ い て も 検 討 す る 。 そ の 上 で ， 現 実 に 理 論 を 近 づ け る 上 で の 今 後 の 課

題 に つ い て 述 べ る 。  
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貿 易 と 労 働 に 関 す る 最 近 の 研 究 ： Helpman et al. (2010) モ デ ル  

 

中 央 ⼤ 学 商 学 部 准 教 授  

京 都 ⼤ 学 ⼤ 学 院 経 済 学 研 究 科 プ ロ ジ ェ ク ト セ ン タ ー  リ サ ー チ フ ェ ロ ー  

⽥ 中  鮎 夢  

 

1. はじめに 

 ト ラ ン プ ⽒ は ，2017 年 1 ⽉ に ア メ リ カ 合 衆 国 ⼤ 統 領 に 就 任 後 ，対 中 関 税 を 引

き 上 げ る な ど 保 護 主 義 的 な 貿 易 政 策 を 採 ⽤ し て き た 。 こ う し た 保 護 主 義 的 貿 易

政 策 が ア メ リ カ 国 ⺠ に ⽀ 持 さ れ る 背 景 に は ， 国 際 貿 易 が 国 内 格 差 を ⽣ ん で い る

と い う 懸 念 が 指 摘 さ れ る 。 Autor et al. (2014） は ， 製 造 業 の 産 業 レ ベ ル の 輸 ⼊

デ ー タ と 組 み 合 わ せ て ，ア メ リ カ の 労 働 者 個 々 ⼈ の パ ネ ル デ ー タ（ 1992〜 2007）

を ⽤ い て ， 中 国 と の 輸 ⼊ 競 争 に さ ら さ れ た 産 業 の 労 働 者 ほ ど ， そ の 後 の 所 得 が

低 下 し ， 公 的 扶 助 を 得 る こ と に な る 確 率 が ⾼ い こ と を 明 ら か に し て い る 。 さ ら

に ， Autor et al.（ 2016）は ，中 国 か ら の 輸 ⼊ の 増 ⼤ に よ っ て ，共 和 党 の 得 票 率

が 上 昇 し た と 指 摘 す る 。  

 こ う し た 貿 易 と 格 差 を 巡 る 現 実 を 理 解 す る ⼀ 助 と な る べ く ， 本 稿 は ， 企 業 の

異 質 性 を 考 慮 し て ， 貿 易 と 国 内 賃 ⾦ 格 差 の 問 題 を 分 析 し て い る 代 表 的 な モ デ ル

で あ る Helpman(2010)を 紹 介 ・ 検 討 す る こ と と し た い 。  

 

2. 伝統的貿易理論の限界 

 国 際 貿 易 理 論 に お い て ， 貿 易 と 国 内 格 差 に つ い て 考 え る 出 発 点 と な る の は ，

ス ト ル パ ー ＝ サ ミ ュ エ ル ソ ン 定 理 で あ る 。ス ト ル パ ー ＝ サ ミ ュ エ ル ソ ン 定 理 は ，

あ る 財 の 相 対 価 格 の 上 昇 は ， そ の 財 に 集 約 的 に ⽤ い ら れ て い る ， ⽣ 産 要 素 の 実

質 収 益 を 増 加 さ せ ， そ の 他 の ⽣ 産 要 素 の 実 質 収 益 を 減 少 さ せ る ， と い う こ と を

主 張 す る も の で あ る 。ヘ ク シ ャ ー ＝ オ リ ー ン・モ デ ル の 枠 組 み の 中 で ，Stolper 

and Samuelson (1941) に よ っ て 最 初 に ⽰ さ れ た 。  

 ア メ リ カ で は ，1980 年 代 か ら ⼤ 卒 賃 ⾦ プ レ ミ ア（ =⾮ ⼤ 卒 に 対 し て ⼤ 卒 の 賃
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⾦ が ど の 程 度 ⾼ い の か を ⽰ す も の ） が 上 昇 し て き た 。 1979 年 に は 48%ほ ど で

あ っ た が ， 2012 年 に は 96%ほ ど に な っ て い る （ Helpman, 2018）。 こ の ⼤ 卒 賃

⾦ プ レ ミ ア の 上 昇 の 原 因 の ⼀ 部 が 国 際 貿 易 で あ る の で は な い か と い う 仮 説 は ，

ア メ リ カ に お い て 広 く 検 証 さ れ て き た 。  

そ の 仮 説 は ，ス ト ル パ ー ＝ サ ミ ュ エ ル ソ ン 定 理 が 理 論 的 な 根 拠 と な っ て い る 。

ヘ ク シ ャ ー ＝ オ リ ー ン ・ モ デ ル に 従 っ て 考 察 す る 。 い ま ， 先 進 国 が ⾼ 技 能 労 働

者 豊 富 国（ ⼤ 卒 労 働 者 豊 富 国 ），途 上 国 が 低 技 能 労 働 者 豊 富 国（ ⾮ ⼤ 卒 労 働 者 豊

富 国 ） で あ る と し よ う 。 さ ら に ，「 ⾼ 技 能 労 働 者 の 賃 ⾦ ＞ 低 技 能 労 働 者 の 賃 ⾦ 」

が 成 り ⽴ っ て い る と す る 。 ヘ ク シ ャ ー ＝ オ リ ー ン 定 理 に 従 え ば ， 先 進 国 は ， ⾼

技 能 労 働 者 集 約 財 の 輸 出 を ⾏ う 。 結 果 と し て ， 先 進 国 で は ， ⾼ 技 能 労 働 者 集 約

財 の 相 対 価 格 上 昇 が ⽣ じ る 。 ス ト ル パ ー ＝ サ ミ ュ エ ル ソ ン 定 理 に よ れ ば ， こ の

時 ， ⾼ 技 能 労 働 者 の 実 質 賃 ⾦ は 上 昇 し ， 低 技 能 労 働 者 の 実 質 賃 ⾦ は 下 落 し ， 賃

⾦ 格 差 が 拡 ⼤ す る は ず で あ る 。 逆 に ， 途 上 国 で は ， ⾼ 技 能 労 働 者 の 実 質 賃 ⾦ は

低 下 し ， 低 技 能 労 働 者 の 実 質 賃 ⾦ は 上 昇 し ， 賃 ⾦ 格 差 が 縮 ⼩ す る は ず で あ る 。  

し か し ， こ れ ま で の 実 証 研 究 か ら は ， ス ト ル パ ー ＝ サ ミ ュ エ ル ソ ン 定 理 が 現

実 の 賃 ⾦ 格 差 を ⼗ 分 に 説 明 で き な い こ と が 分 か っ て い る 。 例 え ば ， ア メ リ カ に

お い て ⾼ 技 能 労 働 者 集 約 財 の 相 対 価 格 上 昇 は ⽣ じ て い な い 。 ま た ， メ キ シ コ な

ど 途 上 国 で も 賃 ⾦ 格 差 が 拡 ⼤ し て い る こ と が 分 か っ て い る 。  

伝 統 的 貿 易 理 論 は ， 産 業 レ ベ ル の 要 因 に 焦 点 を 当 て た 理 論 で あ り ， 輸 出 企 業

の 平 均 賃 ⾦ が ⾼ い こ と を 説 明 す る こ と も で き な か っ た 。 そ の た め ， 近 年 ， 伝 統

的 貿 易 理 論 に 代 わ る 理 論 が 開 発 さ れ て き た 。  

 

3. Helpman et al. (2010) モデル 

3-1 モ デ ル の 概 要  

 輸 出 企 業 の 平 均 賃 ⾦ が ⾼ い こ と を ⽰ す 理 論 モ デ ル は 複 数 あ る が ， 本 稿 で は ，

代 表 的 な モ デ ル で あ る Helpman et al. (2010) モ デ ル を 検 討 す る 。 Helpman et 

al. (2010) モ デ ル は ， 不 完 全 な 労 働 市 場 を Melitz (2003) タ イ プ の 独 占 的 競 争

モ デ ル に 組 み ⼊ れ ， 輸 出 企 業 の 平 均 賃 ⾦ が ⾼ い こ と を ⽰ し た モ デ ル で あ る 。 不
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完 全 な 労 働 市 場 を モ デ ル 化 す る 際 に ， 労 働 市 場 に 摩 擦 が あ る こ と を 仮 定 し て い

る 。  

 ま ず ， 集 計 消 費 指 標 と し て ，  

 

𝑄 = #$ 𝑞(𝑗))
*	∈-

𝑑𝑗/

0
)
, 0 < 𝛽 < 1 

 

を 仮 定 す る 。こ こ で ，𝑞(𝑗)は ，製 品 j へ の 需 要 で あ り ，独 占 的 競 争 モ デ ル で は よ

く 知 ら れ て い る よ う に ，  

 

𝑞(𝑗) = 𝐴
0

07)𝑝(𝑗)7
0

07)  

 

 

と な る 。こ こ で ，𝐴 = 𝐸07)𝑃)で あ る 。𝐸は 総 ⽀ 出 ，𝑃は 物 価（ 価 格 指 標 ）を 表 す 。

こ の 時 ， 企 業 の 収 ⼊ は ， 式 （ 1） を 利 ⽤ す る と ，  

 

𝑟(𝑗) = 𝑝(𝑗)𝑞(𝑗) = 𝐴	𝑞(𝑗)) (1) 

 

と な る 。  

 

3-2 異 質 な 企 業 と 異 質 な 労 働 者  

 Helpman et al. (2010) モ デ ル の 特 徴 の ⼀ つ は ，企 業 の ⽣ 産 性 の み な ら ず ，労

働 者 の ⽣ 産 性 が 確 率 分 布 に 従 う と 仮 定 し て い る 点 で あ る 。 具 体 的 に は ， そ れ が

パ レ ー ト 分 布 に 従 う と 仮 定 し て い る 。ま ず ，企 業 の ⽣ 産 性𝜃は ，パ レ ー ト 分 布： 

 

𝐺>(𝜃) = 1 − @
𝜃ABC
𝜃 D

E
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に 従 う と 仮 定 さ れ て い る 。 こ こ で ，𝜃 ≥ 𝜃ABC > 0， 𝑧 > 1で あ り ，𝜃ABCは ⽣ 産 性 の

下 限 値 ， 𝑧は パ レ ー ト 分 布 の 形 状 パ ラ メ ー タ で あ る 。企 業 の ⽣ 産 性 の 密 度 関 数 は

，𝑔>(𝜃) = 𝑧𝜃ABCE 𝜃7E70と な る 。 同 様 に ， 労 働 者 の 能 ⼒ は ， パ レ ー ト 分 布 ：  

 

𝐺J(𝑎) = 1 − L
𝑎ABC
𝑎 M

N
 

 

に 従 う と 仮 定 さ れ て い る 。 こ こ で ，𝑎 ≥ 𝑎ABC > 0，𝑘 > 1で あ り ，𝑎ABCは 労 働 者 の

能 ⼒ の 下 限 値 ，𝑘は パ レ ー ト 分 布 の 形 状 パ ラ メ ー タ で あ る 。 労 働 者 の 能 ⼒ の 密

度 関 数 は ，𝑔J(𝑎) = 𝑘𝑎ABCN 𝑎7N70と な る 。 図 1 は ， 労 働 者 の 能 ⼒ の パ レ ー ト 分 布 を

図 ⽰ し た も の で あ る 。 パ レ ー ト 分 布 の 性 質 か ら ， 能 ⼒ の 低 い 労 働 者 は 相 対 的 に

多 く ， 能 ⼒ の ⾼ い 労 働 者 ほ ど 相 対 的 に 少 な い こ と が わ か る 。 な お ， パ レ ー ト 分

布 の 期 待 値 は 補 論 1 よ り ，  

 

𝐸(𝑎) =
𝑘𝑎ABC
𝑘 − 1 , for		𝑘 > 1  

 

と な る 。 こ の 式 か ら ， 労 働 者 の 平 均 能 ⼒ を 求 め る こ と が で き る 。  
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図 1 労 働 者 の 能 ⼒ の パ レ ー ト 分 布  

 

3-3 企 業 の ⽣ 産 ・ 雇 ⽤  

 企 業 の ⽣ 産 関 数 は ， ア ウ ト プ ッ ト を𝑦で 表 す と ，  

 

𝑦 = 𝜃ℎU𝑎 (2) 

 

で 与 え ら れ る 。 こ こ で ，𝛾 ∈ (0,1)は パ ラ メ ー タ で あ る 。 Melitz モ デ ル と 同 様 に ，

企 業 の ⽣ 産 性𝜃に 応 じ て ， ア ウ ト プ ッ ト が ⼤ き く な る 。 ま た ， 従 業 者 数ℎに 応 じ

て ，ア ウ ト プ ッ ト が ⼤ き く な る 。加 え て ，従 業 者 の 平 均 的 能 ⼒𝑎が ⾼ い ほ ど ，ア

ウ ト プ ッ ト が ⼤ き く な る 。  

 労 働 市 場 に つ い て は Diamond‒Mortensen‒Pissarides ア プ ロ ー チ が と ら れ て

い る 。つ ま り ，労 働 市 場 は 不 完 全 で あ り ，search and matching frictions が あ る 。

ま ず ，企 業 は 労 働 者 ⼀ ⼈ あ た り𝑏単 位 の 探 索 費 ⽤ (search cost)を 負 わ な け れ ば な

ら な い 。 労 働 者 を𝑛⼈ 探 索 す る と ， 探 索 費 ⽤ は  
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𝑏𝑛  

 

 

か か る（ な お ，モ デ ル 上𝑛は 連 続 変 数 で あ る が ，こ こ で は 分 か り や す く 表 現 す る

た め に 離 散 変 数（ 整 数 ）で あ る か の よ う に 記 し て い る ）。多 く の 労 働 者 を 雇 ⽤ し

よ う と す る ほ ど ， 多 く の 探 索 費 ⽤ が 必 要 に な る 。 ま た ， 企 業 が 能 ⼒ が𝑎Z以 上 の

労 働 者 に 選 別 す る た め に は ，  

 

𝑐𝑎Z\

𝛿
 

 

の 審 査 費 ⽤ (screening cost)が 必 要 と な る 。こ こ で ， 𝑐と𝛿は 正 の パ ラ メ ー タ で あ

る 。 能 ⼒ の ⾼ い 労 働 者 を 雇 お う と す れ ば ， そ れ だ け 多 く の 審 査 費 ⽤ が 求 め ら れ

る 。 企 業 は ， 労 働 者 を𝑛⼈ サ ー チ （ 審 査 ） す る が ， 能 ⼒ が𝑎Z以 上 の 労 働 者 数ℎの

み を 雇 ⽤ す る 。 雇 ⽤ 者 数ℎは ， パ レ ー ト 分 布 の 仮 定 か ら ，  

 

ℎ = 𝑛[1 − 𝐺J(𝑎Z)] = 𝑛 @
𝑎ABC
𝑎Z

D
N

 

 

と な る 。 雇 ⽤ 者 の 平 均 能 ⼒ は ，  

 

𝑎 =
𝑘𝑎Z
𝑘 − 1

 

 

と な る 。 こ れ は ， 任 意 の 値 で 切 断 さ れ た パ レ ー ト 分 布 も や は り パ レ ー ト 分 布 と

な る と い う 性 質 と 既 述 の パ レ ー ト 分 布 の 期 待 値 の 公 式 を ⽤ い て い る 。  

 上 記 の よ う に 労 働 市 場 で 決 ま る 雇 ⽤ 者 数 ℎと そ の 平 均 的 能 ⼒ 𝑎を ⽣ 産 関 数 𝑦 =

𝜃ℎU𝑎に 代 ⼊ す る と ， 企 業 の ⽣ 産 関 数 は  
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𝑦 = 𝜃 #𝑛 @
𝑎ABC
𝑎Z

D
N
/
U

`
𝑘𝑎Z
𝑘 − 1a = 𝜅c𝜃𝑛U𝑎Z

07UN (3) 

 

と 書 き 換 え ら れ る 。 こ こ で ，𝜅c ≡
N

N70
𝑎ABC
UN  で あ る 。  

 

 
図 2 国 内 向 け と 輸 出 向 け の ⽣ 産 量 の 決 定  

 

3-4 国 内 向 け と 輸 出 向 け の ⽣ 産 量 ・ 輸 出 量  

 企 業 は ，国 内 需 要𝑞f = 𝐴0/(07))𝑝(70)/(07))と 外 国 需 要𝑞h = 𝐴∗	0/(07))𝑝(70)/(07))に 直 ⾯

し て い る 。 そ こ で ， 国 内 収 ⼊ 𝑟f = 𝐴𝑦f
)の 限 界 収 ⼊ jkl

jcl
= 𝛽𝐴𝑦f

)70と 輸 出 収 ⼊ 𝑟h =

𝐴∗ Lcm
n
M
)

の 限 界 収 ⼊ jkm
jcm

= )o∗cm
pqr

np
が ⼀ 致 す る よ う に ， 国 内 向 け𝑦fと 輸 出 向 け𝑦hの ⽣

産 量 を 決 定 す る 。 限 界 収 ⼊ ⼀ 致 条 件 は  𝛽𝐴𝑦f
)70=)o∗cm

pqr

np
 で あ り ， 整 理 す る と ， 

 

s
𝑦h
𝑦f
t
07)

= 𝜏7) @
𝐴∗

𝐴 D
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と な る 。 ま た ， 国 内 向 け の ⽣ 産 量𝑦fと 輸 出 向 け の ⽣ 産 量𝑦hの 合 計 が 企 業 の ⽣ 産

量𝑦で あ る の で ，  

 

𝑦 = 𝑦f + 𝑦h (4) 

 

が 成 り ⽴ つ 。 ま た ， 輸 出 市 場 の 相 対 的 な 重 要 性 を 表 す 変 数 ：  

 

𝛶h(𝜃) ≡ 1 + 𝜏7) (07))⁄ @
𝐴∗

𝐴 D
0 (07))⁄

 

 

を 導 ⼊ す る 。 さ ら に ， 輸 出 す る 場 合 1 を と る 輸 出 ダ ミ ー 𝐼hを ⽤ い て ， 輸 出 が あ

る と き は𝛶(𝜃) = 𝛶h(𝜃)， 輸 出 が な い と き は𝛶(𝜃) = 1と な る 市 場 ア ク セ ス 変 数 ：  

 

𝛶(𝜃) ≡
𝑦
𝑦f

= 1 + 𝐼h𝜏
7 )
07) @

𝐴∗

𝐴 D
)

07)
(5) 

 

を 定 義 し て お く 。 上 記 の 式 を 連 ⽴ し ， 国 内 向 け の ⽣ 産 量 は  

 

𝑦f =
1

𝛶(𝜃)
𝑦  

 

輸 出 向 け の ⽣ 産 量 は ，  

 

𝑦h =
𝛶(𝜃)	 − 1
𝛶(𝜃) 𝑦  

 

と 表 す こ と が で き る 。市 場 ア ク セ ス 変 数𝛶(𝜃)は ，定 義 か ら ，輸 出 し て い な い と 1
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を と る が ，輸 出 し て い る と 1 を 超 え る 値 を 取 り ，輸 出 額 が 多 い ほ ど ⼤ き な 値 に

な る 。  

 

3-5 企 業 の 利 潤  

 企 業 と 労 働 者 は ，Nash 均 衡 の ⼀ 般 化 で あ る Stole and Zwiebel (1996a, 1996b)

に 従 っ て ， 収 ⼊ を 分 配 す る 。 企 業 の 収 ⼊ シ ェ ア は ，  

 

1
1 + 𝛽𝛾  

 

と な り ， 労 働 者 の 収 ⼊ シ ェ ア （ 労 働 分 配 率 ） は ，  

 

𝛽𝛾
1 + 𝛽𝛾  

 

と な る 。こ の 時 ，ま ず 輸 出 を 考 え ず に 国 内 収 ⼊ の み を 考 え れ ば ，企 業 の 利 潤 は ，  

 

𝜋(𝜃) =
1

1 + 𝛽𝛾 𝐴 }𝜅c𝜃𝑛
U𝑎Z

07UN~���������
c

)
− 𝑏𝑛 −

𝑐
𝛿 𝑎Z

\ − 𝑓f (6𝑎) 

 

と な る 。 こ こ で ，𝑓fは 国 内 ⽣ 産 の 固 定 費 ⽤ で あ る 。 ま た ，𝑦 = 𝜅c𝜃𝑛U𝑎Z
07UNを 利 ⽤

し て い る 。 輸 出 が あ る 場 合 の 利 潤 は ，  

 

𝜋(𝜃) =
1

1 + 𝛽𝛾
[𝛶h(𝜃)]07)𝐴 }𝜅c𝜃𝑛U𝑎Z

07UN~���������
c

)
− 𝑏𝑛 −

𝑐
𝛿 𝑎Z

\ − 𝑓f − 𝑓h (6𝑏) 

 

と し て 表 す こ と が で き る 。こ こ で ，𝑓hは 輸 出 の 固 定 費 ⽤ で あ る 。既 述 の よ う に ，

国 内 限 界 収 ⼊ =輸 出 限 界 収 ⼊ と な る よ う に ， 国 内 向 け ⽣ 産 量 と 海 外 向 け ⽣ 産 量
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を 決 定 す る 限 界 収 ⼊ ⼀ 致 条 件 を ⽤ い る こ と で ， 国 内 収 ⼊ と 輸 出 収 ⼊ を 分 離 し て

い る 。  

 輸 出 が あ る 場 合 と な い 場 合 の 利 潤 を ま と め て 書 く こ と を 考 え る 。𝛶h(𝜃)の 代 わ

り に ， 市 場 ア ク セ ス 変 数𝛶(𝜃)を ⽤ い る と ， 企 業 の 利 潤 は ，  

 

𝜋(𝜃) = max
C,J�,�m

�
1

1 + 𝛽𝛾
[𝛶(𝜃)]07)𝐴 }𝜅c𝜃𝑛U𝑎Z

07UN~���������
c

)
− 𝑏𝑛 −

𝑐
𝛿 𝑎Z

\ − 𝑓f − 𝐼h𝑓𝑥�	 (6𝑐) 

 

と 表 せ る 。  

 企 業 は 3 つ の 選 択 変 数 を 決 定 し ， 利 潤 最 ⼤ 化 を 図 る 。 1 つ ⽬ は ， 輸 出 の 有 無

𝐼hで あ る 。輸 出 す る と ，収 ⼊ 増 加 す る が ，輸 出 固 定 費 ⽤ が か か る 。2 つ ⽬ は ，労

働 者 の サ ー チ 数𝑛で あ る 。 サ ー チ す る 労 働 者 数𝑛多 い ほ ど 雇 ⽤ 者 数ℎも 多 く な り ，

⽣ 産 は 増 加 す る 。 ⼀ ⽅ で ， サ ー チ 数 多 い ほ ど ， 探 索 費 ⽤𝑏𝑛が 増 加 す る 。 3 つ ⽬

に ， 企 業 は ， 雇 ⽤ す る 労 働 者 の 能 ⼒ の 下 限 （ ⾜ 切 り 値 ）𝑎Zを 決 め る 。 労 働 者 の

平 均 能 ⼒ ⾼ い ほ ど ， ⽣ 産 は 増 加 す る が ， 審 査 費 ⽤ Z
\
𝑎Z\も 増 加 す る 。  

 ま ず ，Melitz (2003) と 同 じ く ，企 業 は 輸 出 閾 値𝜃hを 越 え れ ば ，輸 出 を ⾏ う 。

ま た ， サ ー チ す る 労 働 者 数𝑛と 雇 ⽤ す る 労 働 者 の 能 ⼒ の ⾜ 切 り 値𝑎Zに つ い て も ，

⼀ 階 の 条 件（ FOC）を 求 め る こ と が で き る 。サ ー チ す る 労 働 者 数𝑛に つ い て の FOC

は ，  

 

𝛽𝛾
1 + 𝛽𝛾 𝑟

(𝜃) = 𝑏𝑛(𝜃) (𝐹𝑂𝐶1) 

 

で あ る 。 ⽣ 産 性𝜃が ⾼ い と ， 収 ⼊ 𝑟(𝜃)が 多 く ， サ ー チ 数𝑛(𝜃)が ⼤ き く な る こ と が

わ か る 。た だ し ，こ の 式 は ，収 ⼊ 𝑟(𝜃)も サ ー チ 数𝑛(𝜃)に 依 存 す る た め ，closed-form

で は な い 。 次 に ， 雇 ⽤ す る 労 働 者 の 能 ⼒ の ⾜ 切 り 値𝑎Zに つ い て の FOC は ，  
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β(1 − γk)
1 + βγ r(θ) = c	𝑎Z(θ)�	 (𝐹𝑂𝐶2) 

 

で あ る 。⽣ 産 性𝜃が ⾼ い と ，収 ⼊ 𝑟(𝜃)が 多 く ，雇 ⽤ す る 労 働 者 の 能 ⼒ の ⾜ 切 り 値

𝑎Zが ⾼ く な る こ と が わ か る 。 こ の 式 も closed-form に は な っ て い な い が ， サ ー

チ 数𝑛(𝜃)も 能 ⼒ の ⾜ 切 り 値𝑎Z(𝜃)も ， ⽣ 産 性 が ⾼ い ほ ど ⼤ き な 値 に な る こ と は 確

認 で き る 。 補 論 2 に お い て ， サ ー チ 数𝑛， ⾜ 切 り 値𝑎Zを 外 ⽣ 変 数 で 表 し た 式 を 掲

載 す る 。  

 各 企 業 の 平 均 賃 ⾦ w は ，FOC と 労 働 分 配 率 が ��
0���

で あ る こ と ，ℎ = 𝑛 LJ���
J�
M
N
と

い う 関 係 を ⽤ い て ，  

 

w(θ) =
βγ

1 + βγ
r(θ)
h(θ) = b	

n(θ)
h(θ) = bs

𝑎Z(θ)	
𝑎ABC

t
N

 

 

と 表 せ る 。 ⽣ 産 性 が ⾼ い 企 業 ほ ど ， 労 働 者 の 能 ⼒ 下 限𝑎Z(θ)が ⾼ い の で ， 平 均 賃

⾦ は ⾼ く な る 。こ こ で ，能 ⼒ の ⾜ 切 り 値𝑎Z(𝜃)が 内 ⽣ 変 数 で あ る 。補 論 2 に お い

て ， 平 均 賃 ⾦ w を 外 ⽣ 変 数 で 表 し た 式 を 掲 載 す る 。  

 抽 出 さ れ た 条 件 付 き の 期 待 賃 ⾦ は ， 全 て の 企 業 で ⼀ 定 の 値𝑏と な る 。  

 

𝑤(𝜃)ℎ(𝜃)
𝑛(𝜃) = 𝑏	  

 

 ⽣ 産 関 数 や FOC を 使 っ て ， 収 ⼊ も 外 ⽣ 変 数 で 表 現 す る こ と が で き る 。  

 

𝑟(𝜃) = 𝜅k¡𝑐7)(07UN) \⁄ 𝑏7)U𝛶(𝜃)07)𝐴𝜃)¢
0 £⁄ (8) 

 

こ こ で ，  
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Γ ≡ 1 − 𝛽𝛾 −
𝛽(1 − 𝛾𝑘)

𝛿 > 0, 

𝜙0 ≡ §
𝛽𝛾

1 + 𝛽𝛾 s
𝑘𝑎ABC

UN

𝑘 − 1t
)

¨

0
©

,	 

𝜙ª ≡ @
1 − 𝛾𝑘
𝛾 D

0
\©
, 

𝜅k ≡ 𝜙0𝜙ª
�(07�N) 

 

で あ る 。外 ⽣ 変 数 で 収 ⼊（ 8）を 表 現 で き た の で ，利 潤 も 外 ⽣ 変 数 で 表 現 で き る 。

利 潤 は  

 

𝜋(𝜃) =
𝛤

1 + 𝛽𝛾
𝑟(𝜃) − 𝑓f − 𝐼h(𝜃)𝑓h	  

 

で あ り ， 収 ⼊ の 式 （ 8） を 代 ⼊ す る と ，  

 

𝜋(𝜃) =
𝛤

1 + 𝛽𝛾
𝜅k¡𝑐7)(07UN) \⁄ 𝑏7)U𝛶(𝜃)07)𝐴𝜃)¢0 £⁄
�������������������������

k(>)

− 𝑓f − 𝐼h(𝜃)𝑓h	 (9) 

 

と な る 。  

 

3-6 労 働 市 場  

労 働 市 場 は ， 標 準 的 な Diamond‒Mortensen‒Pissarides ア プ ロ ー チ で 定 式 化 さ

れ て い る 。 サ ー チ コ ス ト b は ， 労 働 市 場 の 逼 迫 度 合 い x に 応 じ て 増 加 す る と 仮

定 す る 。  

 

𝑏 = 𝛼®𝑥¯r, 𝛼® > 1, 	𝛼0 > 0 (10) 
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こ こ で ，労 働 市 場 の 逼 迫 度 合 い x は ，𝑥 = °
±
で あ り ，供 給 側 の 職 を 求 め る 労 働 者

L と 需 要 側 の 抽 出 さ れ る 労 働 者 N の ⽐ 率（ 抽 出 さ れ る 確 率 ）に ⼀ 致 す る 。労 働

市 場 で 企 業 の 労 働 需 要 が ⼤ き く ，抽 出 さ れ る 労 働 者 N が 多 い ほ ど ，労 働 市 場 の

逼 迫 度 合 い x は 増 し ， サ ー チ コ ス ト b が 上 昇 す る 。  

 ま た ， 労 働 者 の 他 部 ⾨ で の 外 ⽣ 的 な 期 待 賃 ⾦ で あ る ア ウ ト サ イ ド オ プ シ ョ ン

𝜔は ， 抽 出 さ れ る 確 率 x に そ の 場 合 の 期 待 賃 ⾦ b を 掛 け 合 わ せ た も の と ⼀ 致 す

る 。  

 

𝜔 = 𝑥	𝑏 (11) 

 

こ れ ら（ 10），（ 11）式 か ら ，労 働 市 場 の 均 衡 に お け る サ ー チ コ ス ト b と 労 働 市

場 の 逼 迫 度 合 い x が 以 下 の よ う に 決 ま る 。  

 

𝑏 = 𝛼®
0

0�¯r𝜔
¯r

0�¯r, 𝑥 = @
𝜔
𝛼®
D

0
0�¯r (12) 

 

期 待 賃 ⾦（ ア ウ ト サ イ ド オ プ シ ョ ン ）ω が ⾼ い ほ ど ，サ ー チ コ ス ト b は ⼤ き く

な る 。ま た ，期 待 賃 ⾦（ ア ウ ト サ イ ド オ プ シ ョ ン ）ω が ⾼ い ほ ど ，労 働 市 場 の

逼 迫 度 合 い x が ⾼ ま る 。  

 

3-7 閾 値  

企 業 の 利 潤 式 （ 28） か ら ， Melitz(2003)と 同 様 に ， ⽣ 産 性 閾 値 を 求 め る こ と が

で き る 。 ま ず ， 利 潤 が ゼ ロ に な る 時 の 条 件 ：  

 

𝛤
1 + 𝛽𝛾

𝜅k¡𝑐7)(07UN) \⁄ 𝑏7)U𝐴𝜃f)¢
0 £⁄

�������������������
k(>)

= 𝑓f (13) 

 

か ら ， 国 内 閾 値𝜃fが 決 ま る 。 同 様 に ， 国 内 の み の 利 潤 と 輸 出 を 含 ん だ 利 潤 が ⼀
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致 す る 時 の 条 件 ：  

 

𝛤
1 + 𝛽𝛾

𝜅k¡𝑐7)(07UN) \⁄ 𝑏7)U𝐴𝜃h)¢
0 £⁄
¡𝛶h

(07)) £⁄ − 1¢ = 𝑓h (14) 

 

か ら ，輸 出 閾 値𝜃hが 決 ま る 。2 つ の 条 件 式 か ら ，国 内 閾 値 と 輸 出 閾 値 の 関 係 に つ

い て ，  

 

`
𝜃h
𝜃f
a
) £⁄

¡𝛶h
(07)) £⁄ − 1¢ =

𝑓h
𝑓f

(15) 

 

と い う 式 が 導 け る 。 ま た ， ⾃ 由 参 ⼊ 条 件 : 

 

$ 𝜋(𝜃)
³

>l
𝑑𝐺>(𝜃) = 𝑓  

 

は ， (13)，（ 14） 式 を 利 ⽤ し て ， 閾 値 を 基 準 と す る こ と で ，  

	

𝑓f $ §@
𝜃
𝜃f
D
)
©
− 1¨

³

>l
𝑑𝐺>(𝜃) + 𝑓h $ §@

𝜃
𝜃h
D
)
©
− 1¨

³

>m
𝑑𝐺>(𝜃) = 𝑓 (16𝑎) 

 

と な る 。補 論 3 に お い て ，⾃ 由 参 ⼊ 条 件 (16𝑎)を 外 ⽣ 的 な パ ラ メ ー タ で 書 き 換 え

た 式 を 導 出 す る 。  

 

3-8 閾 値 を ⽤ い た 企 業 変 数  

閾 値 の 式 を ⽤ い て ， 企 業 変 数 を 書 き 換 え る こ と が で き る 。 国 内 利 潤 が ゼ ロ と な

る 国 内 ⽣ 産 性 閾 値 の 企 業 の 収 ⼊ 𝑟f， 雇 ⽤ℎf， 賃 ⾦𝑤fを そ れ ぞ れ ，  

 



 16 

𝑟f ≡
1 + 𝛽𝛾
𝛤 𝑓f,		 

	ℎf ≡
𝛽𝛾
Γ
𝑓f
b #
𝛽(1 − 𝛾𝑘)

Γ
𝑓f

c𝑎ABC� /
7N\
, 

𝑤f ≡ 𝑏 #
𝛽(1 − 𝛾𝑘)

Γ
𝑓f

c𝑎ABC� /

N
\
 

 

と 表 せ る 。 こ れ ら 最 下 限 の 収 ⼊ ， 雇 ⽤ ， 賃 ⾦ を 表 す 変 数 を ⽤ い て ， 各 ⽣ 産 性 の

企 業 の 収 ⼊ ， 雇 ⽤ ， 賃 ⾦ を 以 下 の よ う に 表 す こ と が で き る 。  

 

𝑟(𝜃) = 𝑌(𝜃)
(07))
© ⋅ 𝑟f ⋅ @

𝜃
𝜃f
D
)
©
 

 

ℎ(𝜃) = 𝑌(𝜃)
(07))L07N\M

© ⋅ ℎf ⋅ @
𝜃
𝜃f
D

)L07NN\M
©

 

 

𝑤(𝜃) = 𝑌(𝜃)
N(07))
\© ⋅ 𝑤f ⋅ @

𝜃
𝜃f
D
)N
\©

 

 

こ れ ら の 式 か ら ， ⽣ 産 性 が ⾼ い 企 業 は ， 収 ⼊ も 雇 ⽤ 者 数 も 賃 ⾦ も ⾼ い こ と が わ

か る 。  

 

4. 数値分析  

Helpman et al. (2010) の モ デ ル は ， 労 働 市 場 の 摩 擦 を 取 り ⼊ れ た 結 果 ，

Melitz(2003)よ り も モ デ ル が 複 雑 に な り ， 解 析 的 な 分 析 が 難 し い 。 Helpman et 

al. (2008) は ， パ ラ メ ー タ を 特 定 し て ， 数 値 分 析 も ⾏ っ て い る 。 本 稿 で も ，

Helpman et al. (2008) に 従 い ， パ ラ メ ー タ の 数 値 と し て 以 下 の も の を ⽤ い て ，

モ デ ル の 特 徴 や 含 意 を 検 討 す る 。  
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• 効 ⽤ 関 数 の パ ラ メ ー タ ：𝛽 = 0.75 

• 企 業 の ⽣ 産 性 の パ レ ー ト 分 布 の 形 状 パ ラ メ ー タ ： 𝑧 = 2.6 

• 労 働 者 の 能 ⼒ の パ レ ー ト 分 布 の 形 状 パ ラ メ ー タ ：𝑘 = 2 

• 労 働 者 の 能 ⼒ の 下 限 値 ・ 企 業 の ⽣ 産 性 の 下 限 値 ：𝑎ABC = 𝜃ABC = 1 

• ⽣ 産 関 数 の 雇 ⽤ 者 数 の 弾 ⼒ 性 ：𝛾 = 0
¹
 

• 外 国 市 場 へ の 輸 送 費 ： 𝜏 = 1.5 

• 審 査 費 ⽤ の パ ラ メ ー タ ：𝛿 = 3.5𝑘 = 7 

• 審 査 費 ⽤ の パ ラ メ ー タ ： 𝑐 = 0.28 

• 探 索 費 ⽤ の 単 位 費 ⽤ ：𝑏 = 1.05 

• 国 内 ⽣ 産 固 定 費 ⽤ と 参 ⼊ 埋 没 費 ⽤ の ⽐ 率 ： ºl
º»
= 1.6		𝑜𝑟	 º»

ºl
= 0.625 

• 輸 出 固 定 費 ⽤ と 国 内 ⽣ 産 固 定 費 ⽤ の ⽐ 率 ： ºm
ºl
= 0.2 

 

こ の 時 ，  

Γ ≡ 1 − 𝛽𝛾 −
𝛽(1 − 𝛾𝑘)

𝛿 = 0.7143, 

𝜙0 ≡ §
𝛽𝛾

1 + 𝛽𝛾 s
𝑘𝑎ABC

UN

𝑘 − 1t
)

¨

0
©

= 0.2175,	 

𝜙ª ≡ @
1 − 𝛾𝑘
𝛾 D

0
\©
= 1, 

𝜅k ≡ 𝜙0𝜙ª
�(07�N) = 0.2175 

 

と な る 。  

 ま た ，労 働 者 の 能 ⼒ の 密 度 関 数 は ，𝑔J(𝑎) = 𝑘𝑎ABCN 𝑎7N70で あ る 。パ ラ メ ー タ に つ

い て ，𝑘 = 2と 𝑎ABC = 1を 代 ⼊ す る と ，𝑔J(𝑎) = 2𝑎7¹と な る 。 こ の 能 ⼒ の 密 度 関 数

を グ ラ フ に し た の が 図 3 で あ る 。同 様 に ，企 業 の ⽣ 産 性 の 密 度 関 数 は ，𝑔>(𝜃) =

𝑧𝜃ABCE 𝜃7E70で あ る 。パ ラ メ ー タ に つ い て ， 𝑧 = 2.6と𝜃ABC = 1を 代 ⼊ す る と ，𝑔>(𝜃) =

2.6𝜃7¹.½と な る 。 こ の ⽣ 産 性 の 密 度 関 数 を グ ラ フ に し た の が 図 4 で あ る 。  
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図 3： 労 働 者 の 能 ⼒ の パ レ ー ト 分 布  

 

 

 
図 4： 企 業 の ⽣ 産 性 の パ レ ー ト 分 布  
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 ま た ，⽣ 産 性 閾 値 の 関 係 に 関 す る 式（ 15）に パ ラ メ ー タ の 値 を 代 ⼊ す る こ と

で ，𝜃h/𝜃f = 2.03が 得 ら れ る 。こ の 式 を ⾃ 由 参 ⼊ 条 件 (16b)に 代 ⼊ す れ ば ，国 内 閾

値 ⽣ 産 性 を𝜃f = 1.0439と 求 め る こ と が で き る 。従 っ て ，輸 出 閾 値 ⽣ 産 性 は ，𝜃h =

2.1192と な る 。  

 ⽣ 産 性 の 分 布 関 数 𝐺>(𝜃) = 1 − 𝜃7ª.½で あ る の で ， 退 出 す る 企 業 の 割 合 は ，

𝐺>(𝜃f) = 1 − 𝜃f7ª.½ = 0.1058よ り ，約 10.1%で あ る 。市 場 に 存 在 す る 企 業 の ⽣ 産 性

の 分 布 は 𝐹>(𝜃) = 1 − L>l
>
M
E

で あ る の で ， そ の 中 で の 輸 出 企 業 の 割 合 は ，1 −

𝐹>(𝜃h) = 𝜃hª.½𝜃h7ª.½ = 0.1587と 計 算 で き る の で ， 約 15.9%で あ る 。  

 分 析 を 容 易 に す る た め に ， ⾃ 国 と 外 国 が 対 称 的 で あ る と い う 仮 定 を お く 。 そ

の た め ，𝐴 = 𝐴∗と な る 。 こ の 時 ，𝛶h(𝜃) ≡ 1 + 𝜏7) (07))⁄ Lo
∗

o
M
0 (07))⁄

= 1 + 𝜏7) (07))⁄ =

1.2963と な る 。 従 っ て ，  

 

𝛶(𝜃) = ¾ 1, 𝜃 < 2.1192
1.2963, 𝜃 ≥ 2.1192 

 

と な る 。 国 内 ⽣ 産 性 閾 値 の 企 業 の 収 ⼊ 𝑟f， 雇 ⽤ℎf， 賃 ⾦𝑤fは そ れ ぞ れ ，  

 

𝑟f ≡
1 + 𝛽𝛾
𝛤 𝑓f =

7
4𝑓f,		 

	ℎf ≡
𝛽𝛾
Γ
𝑓f
b #
𝛽(1 − 𝛾𝑘)

Γ
𝑓f

c𝑎ABC� /
7N\
= 0.35

𝑓f
b `0.35

𝑓f
c a

7ª/¿

= 0.3127𝑓f, 

𝑤f ≡ 𝑏 #
𝛽(1 − 𝛾𝑘)

Γ
𝑓f

c𝑎ABC� /

N
\
= 𝑏 `0.35

𝑓f
c a

ª/¿

= 1.1191𝑓f 

 

と 表 せ る 。 こ れ ら の 結 果 を ⽤ い る と ， 各 ⽣ 産 性 の 企 業 の 収 ⼊ ， 雇 ⽤ ， 賃 ⾦ は  

 

𝑟(𝜃) = 𝑌(𝜃)
(07))
© ⋅ 𝑟f ⋅ @

𝜃
𝜃f
D
)
©
= 𝑌(𝜃)®.¹À ⋅

7
4 𝑓f ⋅ @

𝜃
1.0439D

0.®À
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ℎ(𝜃) = 𝑌(𝜃)
(07))L07N\M

© ⋅ ℎf ⋅ @
𝜃
𝜃f
D

)L07NN\M
©

= 𝑌(𝜃)®.ªÀ ⋅ 0.3127𝑓f ⋅ @
𝜃

1.0439D
0.®À

 

 

𝑤(𝜃) = 𝑌(𝜃)
N(07))
\© ⋅ 𝑤f ⋅ @

𝜃
𝜃f
D
)N
\©
= 𝑌(𝜃)®.0 ⋅ 𝑤f ⋅ @

𝜃
1.0439D

®.¹

 

 

と な る 。最 後 の 賃 ⾦ 式 に お い て ，𝑓f = 1.6と 設 定 し て ，⾮ 輸 出 企 業 ，輸 出 企 業 そ

れ ぞ れ の 賃 ⾦w(θ)を 企 業 の ⽣ 産 性𝜃の 関 数 と し て 描 い た の が ，図 ５ で あ る 。輸 出

企 業 の 賃 ⾦ は 実 線 ， ⾮ 輸 出 企 業 の 賃 ⾦ は 破 線 で 描 い て い る 。 輸 出 閾 値 ⽣ 産 性 を

越 え る と ， 賃 ⾦ は 破 線 か ら 実 線 に ジ ャ ン プ す る 。 輸 出 企 業 の 賃 ⾦ が ⾮ 輸 出 企 業

よ り も ⾼ い こ と が 確 認 で き る 。  

 紙 幅 の 関 係 で ⾏ わ な い が ， 輸 出 輸 送 費 ， 労 働 市 場 の パ ラ メ ー タ な ど を 変 化 さ

せ て 分 析 す る こ と で ， 賃 ⾦ が ど の よ う に 変 化 す る の か ， シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 分 析

す る こ と が で き る 。  

 

 
図 5： 企 業 の ⽣ 産 性 と 賃 ⾦  
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5. モデルの推定と今後の課題  

Helpman et al. (2010)は ， 企 業 の ⽣ 産 性 が ⾼ い ほ ど そ の 企 業 の 賃 ⾦ が ⾼ く な る

こ と は ⽰ す が ， 労 働 者 の 能 ⼒ と 個 々 の 労 働 者 の 賃 ⾦ と の 関 係 に つ い て は ， ⼗ 分

に 分 析 し て い な い 。 ⽣ 産 性 の ⾼ い 企 業 は ， 採 ⽤ の 際 の ⾜ 切 り 値 を ⾼ く 設 定 す る

の で ，能 ⼒ の ⾼ い 労 働 者 を 雇 ⽤ す る 傾 向 に あ る こ と は ⾔ え る 。し か し ，Helpman 

et al. (2010)は ， 個 々 の 労 働 者 の 賃 ⾦ に つ い て ， ⽴ ち ⼊ っ た 分 析 は ⾏ っ て い な

い 。Helpman et al. (2010) の モ デ ル で は ，労 使 交 渉 の 結 果 ，収 ⼊ の ⼀ 定 割 合 が

労 働 者 に 配 分 さ れ る 。 そ の 労 働 分 配 率 は ， 上 記 の 数 値 例 を ⽤ い れ ば ， 20%で あ

る 。 Helpman et al. (2010) は ， 労 働 者 全 体 に 分 配 さ れ た 収 ⼊ の 20%が さ ら に

個 々 の 労 働 者 に ど の よ う に 分 配 さ れ る か は 議 論 し て い な い 。  

 こ う し た 限 界 も あ り ， 現 実 の デ ー タ を ⽤ い て モ デ ル を 検 証 す る 際 に は ， ⼯ 夫

が 必 要 で あ ろ う 。ブ ラ ジ ル の デ ー タ を ⽤ い て モ デ ル を 検 証 し た ，Helpman et al. 

(2016)は ，Helpman et al. (2010) の モ デ ル を 単 純 化 す る と と も に ，⼤ き く 2 点

修 正 を 加 え て い る 。1 つ は ，労 働 者 の 審 査 費 ⽤ Z
\
𝑎Z\を 𝑒7Â 𝑐

𝛿
𝑎𝑐𝛿と し て い る 。こ こ で ，𝜂

は ，企 業 ご と に 異 な る 審 査 効 率 性（ screening efficiency），⼈ 的 資 源 管 理 能 ⼒ で

あ る 。こ の 審 査 効 率 性𝜂が ⾼ い 企 業 は ，労 働 者 を 採 ⽤ 審 査 す る 際 の 費 ⽤ を 低 く 抑

え る こ と が で き る 。2 つ ⽬ に ，輸 出 の 固 定 費 ⽤𝑓hと 𝑒Ä𝑓hと し て い る 。こ こ で ， 𝜀は

企 業 に よ っ て 異 な り ，⼤ き い と ，輸 出 固 定 費 ⽤ の 負 担 が 重 く な る 。こ の よ う に ，

企 業 は ，⽣ 産 性θの み な ら ず ，審 査 効 率 性𝜂， 輸 出 固 定 費 ⽤ 𝜀に お い て ，異 質 で あ

る と 仮 定 さ れ て い る 。 そ の 上 で ， 雇 ⽤ 者 数 ・ 賃 ⾦ ・ 輸 出 意 思 決 定 の 誘 導 系 計 量

モ デ ル に つ い て ， 最 尤 推 定 を ⾏ っ て ， 推 定 係 数 を 得 て い る 。  

 伝 統 的 貿 易 理 論 に ⽐ べ て ，Helpman et al. (2010) の モ デ ル は 企 業 レ ベ ル の 賃

⾦ の 異 質 性 を 説 明 す る 端 緒 を 開 い た と い え る が ， 労 働 者 個 ⼈ レ ベ ル の 賃 ⾦ の 異

質 性 ま で は ⼗ 分 に 扱 え て い な い 。 に も か か わ ら ず ， 本 稿 で ⾒ て き た よ う に ，

Helpman et al. (2010) の モ デ ル は ， 既 に closed-form の 解 を 求 め る の が ⾮ 常 に

難 し い 。 同 ⼀ 社 内 に お い て も 労 働 者 に よ っ て 賃 ⾦ が 異 な る 現 実 を ど の よ う に シ

ン プ ル に 理 論 化 す る か は ， 残 さ れ た 課 題 と ⾔ え る 。  
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補論 1：パレート分布の期待値 

 

労 働 者 の 能 ⼒𝑎の 密 度 関 数 は 仮 定 よ り パ レ ー ト 分 布 に 従 い ，  

 

𝑔J(𝑎) = 𝑘𝑎ABCN 𝑎7N70 

 

と な る 。 こ の 時 ， パ レ ー ト 分 布 に 従 う 労 働 者 の 能 ⼒𝑎の 期 待 値 は  

 

𝐸(𝑎) = ∫ 𝑎³
J���

𝑔J(𝑎)𝑑𝑎 = ∫ 𝑎³
J���

𝑘𝑎ABCN 𝑎7N70𝑑𝑎 = `NJ���
Ç JrqÇ

07N
a
J���

³
= NJ���

Ç

07N
(−𝑎ABC07N)  

 

よ り ，  

𝐸(𝑎) =
𝑘𝑎ABC
𝑘 − 1 , for		𝑘 > 1  

 

と な る 。  

 

補論 2：サーチ数・能⼒の⾜切り値・賃⾦の外⽣変数表⽰ 

本 ⽂ で は ， ⼀ 階 条 件 （ FOC） に つ い て ， サ ー チ 数𝑛(𝜃)と 能 ⼒ の ⾜ 切 り 値𝑎Z(𝜃)，

平 均 賃 ⾦w(θ)を 内 ⽣ 変 数 を 含 む 形 で 表 現 し た 。 外 ⽣ 変 数 の み で こ れ ら の 変 数 を

表 す 式 を 導 出 す る の は 難 し い 。 Helpman et al. (2010) の Web-based Technical 

Appendix（ Redding の ウ ェ ブ サ イ ト よ り ⼊ ⼿ 可 能 ） に は ， FOC を closed-form

に 書 き 換 え た 式 が 掲 載 さ れ て い る 。 ま ず ， Web-based Technical Appendix に よ

れ ば ， サ ー チ 数𝑛(𝜃)と 能 ⼒ の ⾜ 切 り 値𝑎Z(𝜃)を 外 ⽣ 変 数 の み で 表 す と ，  

 

𝑛(𝜃) = 𝜙0𝜙ª
)(07UN)𝑐7

)(07UN)
\© 𝑏7

)U�©
© Υ(𝜃)

07)
© 𝑄7

)7É
© 𝜃

)
©, 

𝑎Z(𝜃) = 𝜙0
0/\𝜙ª

07)U𝑐7
07)U
\© 𝑏7

)U
\©Υ(𝜃)

07)
\© 𝑄7

)7É
\© 𝜃

)
\© 

 



 24 

と な る 。 こ こ で ， ζは ， 差 別 化 財 と 同 質 財 の 代 替 の 弾 ⼒ 性 を 定 め る パ ラ メ ー タ

で あ り ， 差 別 化 財 の 間 の 代 替 の ⽅ が 差 別 化 財 と 同 質 財 の 代 替 よ り も 容 易 で あ る

の で ，βよ り ⼩ さ い と 仮 定 さ れ て い る 。 た だ し ， Econometrica 公 刊 論 ⽂

（ Helpman et al., 2010） で は ， 同 質 財 は 考 慮 さ れ て い な い た め ， こ の 式 は ，

NBER Working Paper バ ー ジ ョ ン （ Helpman et al., 2008） の モ デ ル に 対 応 し

た も の と 推 測 さ れ る 。 同 様 に ， Web-based Technical Appendix に 基 づ き ， 平

均 賃 ⾦w(θ)を 外 ⽣ 変 数 で 書 き 直 す と ，  

 

w(θ) = 𝑎ABC7N 𝜙0
N
\𝜙ª

(07��)Ë𝑐7
(07��)Ë

\© 𝑏
07��7��

© Υ(𝜃)
(07�)Ë
\© 𝑄7

)(�7Ì)Ë
\© 𝜃

)N
\© (𝐴1) 

 

と な る 。 ⽣ 産 性 が ⾼ い 企 業 ほ ど ， ま た 輸 出 を し て い る 企 業 ほ ど ， 平 均 賃 ⾦ が ⾼

く な る 。  

 

補論 3：⾃由参⼊条件の導出 

パ レ ー ト 分 布𝑔>(𝜃) = 𝑧𝜃ABCE 𝜃7E70を 代 ⼊ し て 書 き 換 え る と ，  

左 辺 第 １ 項 の 積 分 記 号 以 降 は ，  

 

$ §@
𝜃
𝜃f
D
)
©
¨

³

>l
𝑑𝐺>(𝜃) = $ §@
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©
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𝑧𝜃ABCE 𝜃
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©7E

𝛽
Γ − 𝑧

¨
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³

= −@
1
𝜃f
D
)
©
𝑧𝜃ABCE 𝜃f

)
©7E

𝛽
Γ − 𝑧

= 𝑧𝜃ABCE 𝜃f7E

𝑧 − 𝛽Γ
= @

𝜃ABC
𝜃f

D
E 𝑧

𝑧 − 𝛽Γ
 

 

お よ び  

 

$ 1
³

>l
𝑑𝐺>(𝜃) = $ 𝑧𝜃ABCE 𝜃7E70𝑑𝜃

³

>l
 



 25 

= #
𝑧𝜃ABCE 𝜃7E

−𝑧 /
>l

³

= [−𝜃ABCE 𝜃7E]>l
³ = 𝜃ABCE 𝜃f7E = @

𝜃ABC
𝜃f

D
E

 

 

よ り ，  

 

$ §@
𝜃
𝜃f
D
)
©
− 1¨

³

>l
𝑑𝐺>(𝜃) = @

𝜃ABC
𝜃f

D
E 𝑧

𝑧 − 𝛽Γ
−@

𝜃ABC
𝜃f

D
E

=
𝛽
Γ

𝑧 − 𝛽Γ
@
𝜃ABC
𝜃f

D
E

 

 

と な る 。 同 様 に 左 辺 第 2 項 の 積 分 記 号 以 降 は ，  

 

$ §@
𝜃
𝜃h
D
)
©
− 1¨

³

>m
𝑑𝐺>(𝜃) =

𝛽
Γ

𝑧 − 𝛽Γ
@
𝜃ABC
𝜃h

D
E

 

 

と な る 。 そ の た め ， ⾃ 由 参 ⼊ 条 件 は ，  

	

𝑓f Í
𝛽
Γ

𝑧 − 𝛽Γ
Î@

𝜃ABC
𝜃f

D
E

+ 𝑓h Í
𝛽
Γ

𝑧 − 𝛽Γ
Î@

𝜃ABC
𝜃h

D
E

= 𝑓  

 

と 書 き 直 せ る 。 全 体 を𝑓fで 割 る と ，  

 

Í
𝛽
Γ

𝑧 − 𝛽Γ
Î@

𝜃ABC
𝜃f

D
E

+
𝑓h
𝑓f
Í

𝛽
Γ

𝑧 − 𝛽Γ
Î@

𝜃ABC
𝜃h

D
E

=
𝑓
𝑓f

(16𝑏) 

 

と な る 。 固 定 費 ⽤ の ⽐ 率 を 代 ⼊ す れ ば ， (13)，（ 14） 式 を 利 ⽤ し て ， 閾 値 を 求

め る こ と が で き る 。  
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